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市政だより 交通事故相談日

2月27日(火)

市役所第 1会議室

10時--15時
なるべく事故に関係の

書類をご持参ください。
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本町アーケード街をパレードする総決起大会のみなさん

権発fiOたさち金需認の緩tJを
長崎新幹線は、 県南と県北地区がJレートをめぐ

って誘致合戦を 展開しておりますが、 市内では

『国鉄新幹線終着駅 大村誘致市民協議会.n(平山

慎吾会長〉が2月3日市民総決起大会を開きまし

た。乙の日午後1時半大村小学校に集合した商工

会議所、 青年会議所、婦人会、観光協会、青年団

農協、 料飲業組合、 市役所その他約150人がプラ

カードを先頭に市内をパレードしました。引き続

き市民会館に郷土出身の代議士ほか多数の来賓を

迎え、 総決起大会を聞き、市民各層の代表が 『市

発展のため新幹線の終着駅をぜひ大村へ』と強く

訴えました。来賓のみなさんから激励の乙とばを

うけ、 大会決議をして盛会裡に総決起大会を終わ

り新幹線大村終着駅への決意を新たにしま Lた。

111111111111111111111111111111111111111111111111川1111111111111川川川1IIIIIIIII1I1I1I1I1IIIIIUIII川 1111111111川 11川川111111111111111111111111111111川 11111111川山川11111111川 1111川 1111111111111111川111111川 11111川|川111川町川川111111 1111 IIH川IHHIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIII
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長崎新幹線

終着駅を大村ヘ

市民総決起大会
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{2} 市政だより

野
や
山
に
、
外
出
す
る
機
会
が

多
く
な
り
、
火
に
対
す
る
認
識
が

薄
れ
、
火
災
が
多
発
し
や
す
く、

ま
た
季
節
風
な
ど
に
よ
り
、
大
火

紙
は
課
税
課
に
あ
り
ま
す
)

山

な
お
本
年
は
、
評
価
替
え
の
年
目

で
す
か
ら
、
分
合
筆
、
新
増
改
築
の

な
ど
に
伴
う
登
録
価
額
の
決
定
通
〈

知
は
し
ま
せ
ん
の
で
、
ご
注
意
く
〈

だ
さ
い
o

A

日
時

ー

l

固

定

資

産

課

税

台

帳

の

縦

覧

ー

ー

三
月

一
日

1
一
二
月
二
十
日

(執
務
時
間
中
)

場
所

市
課
税
課

固
定
資
産
課
税
台
帳
に
登
録
さ

れ
た
事
項
に
つ
い
て
、
不
服
が
あ

る
場
合
は
、
三
月
三
十
日
ま
で
に

文
書
で
申
し
出
て
く
だ
さ
い
(
用

に
な
り
や
す
い
時
期
で
す
。

お
互
い
に
グ
慣
れ
た
火
に
新
た

な
注
意
グ
を
し
ま
し
ょ
う
。

。
重
点
実
施
事
項

1
車
両
お
よ
び
林
野
火
災
の
防
止

2
百
貨
居
、
旅
館
、
ホ
テ
ル
な
ど

お
よ
び
雑
居
ビ
ル
な
ど
に
お
け

る
安
全
避
難
対
策

3
我
が
家
の
安
全
管
理
の
徹
底

4
「
消
防
の
時
間
」
の
設
定

5
防
火
相
談
所
の
設
置

6
サ
イ
レ
ン
の
吹
鳴

火
災
予
防
期
間
中
は
消
防
の
時

間
と
し
て
午
後
八
時
に
一
分
間
サ

イ
レ
ン
を
吹
鳴
し
ま
す
。

各
家
庭
で
は
、
お
や
す
み
前
の

火
の
元
点
検
を
し
ま
し
ょ
う
。

な
お
、
三
月
七
日
午
前
八
時
に

消
防
演
習
招
集
サ
イ
レ
ン
(
十
五

秒
吹
鳴
、
六
秒
休
止
、
十
五
秒
吹

鳴
)
を
吹
鳴
し
ま
す
。

所

得

税

確

定

申

告

納

所
得
税
の
確
定
申
告
と
納
税
は

三
月
十
五
日
ま
で
で
す
が
、

納
税

者
の
皆
さ
ん
の
便
宜
を
は
か
り
次

の
と
お
り
納
税
相
談
を
行
な
い
ま

す
の
で
、
ぜ
ひ
こ
の
機
会
を
ど
利

用
く
だ
さ
い
。

-
税
務
署
関
係

被

爆

者

の

税

吾史
目グ唱L

日

相
期
日

三
月
五
日

午
後
一
時

t
午
後
四
時

月
八 七 六
日日日
」ーー~ー--"

l午
午前
後九
四時
時 三

十
分

場
所

市
役
所
大
会
議
室

就

職

支

度

金

-
特
別
被
爆
者
で
低
所
得
で
あ
る

者
、
ま
た
は
そ
の
者
と
生
計
を

一
に
す
る
子
が
、

県
内
の
公
共

職
業
安
定
所
を
通
じ
常
用
労
働

者
と
し
て
就
職
す
る
も
の
に
支

給
す
る

2
す
で
に
就
職
支
度
金
を
受
領
し

た
者
は
除
く

※
く
わ
し
く
は
市
社
会
課
へ

⑤ 

「
不
燃
物
は
必
ず
き
め
ら
れ
た
日
に
、

き
め
ら
れ
た
場
所
に
」

-
税
務
相
談
所
関
係

期
日
二
月
十
五
日
}
午
前
九
時

~
三
十
分

t

十
六
日
」

午
後
四
時

場
所

大
村
商
工
会
議
所

-
税
理
士
会
関
係

期

日

二

月
二
十
三
日

午
前
十
時

1
午
後
四
時

場

所

大

村
商
工
会
議
所
合

。
所
得
税
の
確
定
申
告
を
さ
れ
る

か
た
へ

所
得
税
の
確
定
申
告
を
す
る
人

は
市
民
税
の
申
告
書
を
提
出
す
る

必
要
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、J
確
定
申

告
書
の
「
住
民
税
、
事
業
税
に
関

す
る
事
項
」
欄
の
記
載
を
忘
れ
な

い
よ
う
に
し
て
く
だ
さ
い
。

@
還
付
を
受
け
る
た
め
の
確
定
申

一

郵
便
貯
金
が
、
い
っ
そ
う
利
用

一
し
や
す
く
な
り
ま
し
た
。

-
日
常
生
活
の
う
ち
に
は
、
予
期

一し
な
い
お
金
が
急
巴
必
要
に
な
り

一
心
な
ら
ず
も
貯
金
を
お
ろ
さ
な
け

…
れ
ば
な
ら
な
い
こ
、と
が
あ
り
ま
す

一

乙

ん
な
と
き
、
「
郵
便
局
で
お

一
金
を
貸
し
て
く
れ
れ
ば
J

せ
っ
か

…
く
の
貯
金
を
お
ろ
さ
な
く
て
も
助

-
か
る
の
に
・
:
」

告
は
お
早
め
に

所
得
税
確
定
申
告
は
二
月
十
六

日
か
ら
三
月
十
五
日
ま
で
で
す
が

税
金
の
還
付
を
受
け
る
た
め
の
確

定
申
告
は
、
な
る
べ
く
早
め
に
す

ま
せ
て
く
だ
さ
い
。
早
く
申
告
す

れ
ば
早
・く
還
付
さ
れ
ま
す
。

。
贈
与
税
の
申
告

一一月
山一
日
か
ら
贈
与
税
の
申
告

受
付
が
は
じ
ま
り
ま
す
。
贈
与
税

は

一
年
間
に
個
人
か
ら
も
ら
っ
た

財
産
の
価
格
の
合
計
が
四
十
万
円

を
こ
え
る
と
き
に
か
か
り
ま
す
。

夫
婦
聞
の
贈
与
に
は
配
偶
者
控

除
が
受
け
ら
れ
る
場
合
が
あ
り
ま

す
の
で
税
務
署
に
お
た
ず
ね
く
だ

さ
い
。

こ
の
よ
う
な
お
客
様
に
安
心
し
-

て
貯
金
を
続
け
て
い
た
だ
く
た
め
一

に
「
預
金
者
貸
付
制
度
」
が
一
月
一

-

自

に

生

ま

れ

ま

し

た

。

-

利
子
も
安
く
簡
単
な
手
続
き
で
一

即
座
に
用
立

τて
お
り
ま
す
。
一

全
国
ど
乙
の
郵
便
局
で
も
取
り
F

扱
い
ま
す
か
ら
、
お
気
軽
に
ど
利
一

用

く

だ

さ

い

。

一

『
預
金
者
貸
付
制
度
』

み
ん
な
で
守
ろ
う
。

発

足

大

村

郵

便

局
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「
不
燃
物
は
必
ず
き
め
ら
れ
た
日
に
、

き
め
ら
れ
た
場
所
に
」

み
ん
な
で
守
ろ
う
。

3
月
1
日
か
ら

唱b

b 

現
在
実
施
中
の
不
燃
物
収
集
に

つ
い
て
収
集
量
に
よ
る
作
業
の
均

乙
う
を
図
り
、
円
滑
な
処
理
を
行

な
う
た
め
、
三
月
一
日
か
ら
下
記

の
と
お
り
収
集
日
の
変
更
を
し
ま

す
の
で
ご
協
力
く
だ
さ
い
。

一
集
積
場
所
の
環
境
保
全
の
た
め

各
戸
か
ら
持
ち
出
す
日
を
収
集

日
の
前
日
と
し
ま
す
。

二
集
積
場
所
に
持
ち
出
す
も
の
は

一
般
家
庭
か
ら
出
る
不

燃
物

(缶
類
、
ガ
ラ
ス
類
、
家
具
、

電
気
製
品
、
そ
の
他
不
用
に
な

っ
た
家
庭
用
品
な
ど
〉
で
燃
え

る
ご
み
、
ま
た
は
事
業
活
動
か

ら
出
る
ご
み
は
出
せ
ま
せ
ん
。

三
集
積
場
所
が
乱
雑
に
な
ら
な
い

ょ
う
、
不
用
の
袋
、
紙
箱
な
ど

に
入
れ
、
ひ
も
な
ど
で
し
ば

っ

て
出
し
て
く
だ
さ
い
。

四
不
燃
物
は
各
家
庭
で
一
カ
月
分

ま
と
め
、
収
集
日
の
前
日
に
持

ち
出
し
て
く
だ
さ
い
。

五
再
生
利
用
で
き
る
も
の
は
、
不

用
品
回
収
業
な
ど
を
利
用
し

τ

く
だ
さ
い
。

おおむ市政だより(3) 

表

収集日 町 名

第 1月曜日 三浦地区各町内、鈴田地区各町内

H 火 H 東浦、前舟津、外浦小路、下久原、上久原、久原官舎

1/ 71< 1/ 後木場、向木場、岩舟、日向平、上小路、須田ノ木、岩舟住宅

H 木 H 久原団地、片町第七片町第七本小路

H 金 H 本町第 1、本町第七西本町第 1、西本町第 2、東本町

が土 H 三域第 1、三城第七水主町、武部、田の平、小佐古

第2月曜日 柴田、大佐古、水田 1区、向陽町、荒平、水計

H 火 H 赤佐古、徳泉川内、旭町団地、池ノ坊、草場、駅前アパート、大多武

1/ 71< 11 雄ヶ原、坂口、池田、池田 9区、 10区、 11区、池田アパート

H 木 H 上諏訪、下諏訪、東諏訪、牛諏訪、諏訪7区、 8区

が金 H 諏訪 1区、鼓馬場、古町住宅、古町5区、 6区

M 土 H 古町、中央町、乾馬場住宅、水田、水田 2区、杭出津3区、 4区

第3月曜日 上杭出津、下杭出津、新城、協和町、松山、辻田

11 -'ピ H 松並第 1、松並第 2、自衛隊官舎、昭和遇、西小路

11 71< 11 植松、小路口第 3住宅、植松住宅

H 木 H 富ノ原北・南、古賀島、桜馬場第 1・第 2

。金 H 堺町、原口住宅、原口町、今津

H 土 H 大川田、竹松本町、竹松住宅

第4月曜日 小路口住宅、上小路口、下小路口、鬼橋、竹松町

H 火 H 宮小路、九電千寄町、黒丸、沖田、寿吉、皆同

11 71< 11 今富、野田、立福寺、弥勤寺、矢上、草場、重井田

H 木 。 黒木、北川内、南JJI内、久良原、中岳‘田下、宮代、原、荒瀬

H 金 H 浦一区、浦ニ区、山下、梶ノ尾、梶ノ尾団地、橋本、宮本、南松本、北松本

H 土庁 久津、寺本、北木場、今山、東光寺、野岳北、野岳南、野田、平原、武笛路

害。日集収物燃不
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犬-
は-

M つ-
E有官官圃 ・
ド.な
ま・ニ
し・、

(4) 
や

りおおむ市政だより

• 

ー

放

し

飼

• • • 
ょ
う
/ • 

被

害

を

防

ぐ

た

め

l

の

一
月
下
旬
、
東
京
調
布
市
に
あ

る
小
学
校
の
校
庭
で
体
育
の
時
間

中
、
犬
、
か
い
き
な
り
襲
い
か
か
り

十
五
人
の
子
ど
も
た
ち
が
ケ
ガ
を

す
る
と
い
う
事
件
が
お
き
て
お
り

勢勝

2月下旬ごろから

大村空港大橋の橋台・橋脚杭打工事

本けど様音い杭 て 工 港建まで
工 し 迷にで も打先お事大設新は空
事ま惑 た市、工 般り を 橋 に 大 、港
着しを い民 ー夜事のま施の 伴 村た建
工たおへの聞の試す行下う 空 だ 設
にがかん皆騒 さ 験 。し部 空港い局

ご迷惑をかけます場僕

社
会
的
に
大
き
な
不
安
を
与
え
て

お
り
ま
す
。

乙
の
よ
う
な
事
故
を
未
然
に
防

ぐ
た
め
、
飼
い
主
は
正
し
い
犬
の

飼
い
方
を
し
て
く
だ
さ
い
。

よ
っ
て
四
十
八
年
二
月
下
旬
ご
ろ

(

か
ら
約
一
カ
月
間
(
気
象
条
件
で
ん

変
更
に
な
る
乙
と
が
あ
り
ま
す
)
~

夜
間
に
こ
の
杭
打
工
事
を
施
行
し
~

ま
す
。

V

乙
の
工
事
は
、

杭
打
機
械
の
高

山

さ
が
約
四
十
メ
ー
ト

ル
も
あ
り
、

日

現
空
港
の
滑
走
路
線
上
に
位
置
す
A

る
た
め
、

航
空
保
安
上
ど
う
し
て
~

も
夜
間
の
作
業
で
な
け
れ
ば
実
施
~

で

き

ま

せ

ん

。

~

ど
迷
惑
と
は
存
じ
ま
す
が
、
乙
V

の
点
ど
理
解
い
た
だ
き
、
ど
協
力

日

く
だ
さ
る
よ
う
お
願
い
し
ま
す
。

町

長
崎
県
大
村
空
港
建
設
局
内

ま
た
、
飼
い
犬
は
必
ず
登
録
、

注
射
を
済
ま
せ
て
か
ら
飼
う
よ
う

に
し
ま
し
ょ・
っ。

「
飼
い
主
の
義
務
」

ω
飼
い
犬
は
、
飼
い
主
が
占
有

す
る
以
外
の
場
所
に
放
し
飼
い

を
し
な
い
乙
と
。
た
だ
し
、
人

畜
に
被
害
を
加
え
、
ま
た
は
加

え
る
お
そ
れ
の
あ
る
犬
は
、
い

つ
も
つ
な
い
で
お
く
こ
と
。

凶
飼
い
犬
を
つ
れ
出
す
時
は、

じ
よ
う
ぶ
な
く
さ
り
、
ま
た
は

綱
を
か
け
、
人
を
か
む
お
そ
れ

の
あ
る
場
合
は
必
ず
口
輪
を
か

け
る
こ
と
。

間
飼
い
犬
を
捨
て
る
時
は
、
所

定
の
不
用
犬
回
収
箱
に
入
れ
る

乙
と
。
不
用
犬
の
回
収
日
は
毎

週
火
曜
日
、
金
曜
日
の
午
前
中

と
毎
月
十
四
日
で
す
。

回
収
箱
は
、
市
役
所
ほ
か
各

出
張
所
(
三
浦
出
張
所
を
除
く
〉

に
あ
り
ま
す
。

ま
た
、

野
犬
の
横
行
を
見
た
り

被
害
が
あ
る
時
は
、
市
衛
生
課
ま

で
お
知
ら
せ
く
だ
さ
い
。

養

護

施

設

に

ど

う

ぞ

原

爆

被

爆

者

原
爆
被
爆
者
の
か
た
は
次
の
と

お
り
養
護
施
設
に
入
所
で
き
ま
す

1
一
般
養
護
ホ

l
ム
入
所
に

つ
い

て被
爆
者
で
身
体
上
若
し
く
は
精

神
上
ま
た
は
環
境
上
の
理
由
に

よ
り
居
宅
に
お
い
て
養
護
を
受

け
る
こ
と
が
困
難
で
あ
る
者
。

そ
の
者
が
現
に
入
院
治
療
を
要

す
る
状
態
に
あ
る
場
合
を
除
く

2
特
別
養
護
ホ

l
ム
入
所
に
つ
い

⑤ 

「
不
燃
物
は
必
ず
き
め
ら
れ
た
日
に
、

き
め
ら
れ
た
場
所
に
」

て被
爆
者
で
身
体
上
ま
た
は
精
神

上
著
し
い
欠
陥
が
あ
る
た
め
常

時
、
介
護
を
必
要
と
し
、
か
っ

居
宅
で
こ
れ
を
受
け
る
乙
と
が

困
難
な
者
。

入
院
治
療
を
要
す
る
状
態
に
あ

る
場
合
を
除
く

3
費
用
、
場
所
、
手
続
な
ど
に
つ

い
て
く
わ
し
い
乙
と
は
市
社
会

課
に
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

電
気
の
通
る

道
を
回
路
と
い

い
ま
す
。

一
回
路
と
は

電
灯
、
テ
レ
ビ

冷
蔵
庫
、
電
気

釜
な
ど
す
べ
て

の
器
具
を
一
つ

の
配
線
か
ら
使

っ
て
い
る
状
態

で
、
昔
の
家
は

…
ほ
と
ん
ど
が

一
回
路
で
し
た
。

一
回
路
か
ら
使
え
る
電
気
の
量

…
は
千
五
百
ワ
ッ

ト
で
、
乙
れ
以
上

…の
電
気
が
流
れ
る
と
ブ
レ
ー
カ

l

…
の
ス
イ
ッ
チ
が
切
れ
ま
す
。

一
回
路
で
す
と
、
も
し
プ
レ

l

H

カ
!
の
ス
イ
ッ
チ
が
切
れ
た
場
合

日
家
中
の
電
灯
や
電
気
器
具
は
全
部

…
使
え
な
く
な
り
、
た
い
へ
ん
不
自

日
由
で
す
。

電
灯
は
電
灯
だ
け
、
電
気
器
具

…
は
電
気
器
具
だ
け
に
集
め
、
別
々

…
に
専
用
の
道
を
作
っ
て
や
れ
ば
、

…乙
ん
な
不
自
由
は
し
な
く
て
も
す

…
み
ま
す
。

図
は
二
回
路
の
配
線
を
示
し
た

…
も
の
で
す
が
、
今
日
の
よ
う
に
電

一気
器
具
が
ふ
え
ま
す
と
二
回
路
以

…
上
の
電
気
の
道
が
ほ
し
い
も
の
で

日
す。

家
庭
電
気
文
化
会
と
電
気
安
全

…
全
国
連
絡
委
員
会
が
住
宅
電
気
設

電気の回路は安全に

み
ん
な
で
守
ろ
う
。

次住 備
表宅乙催
ののの奨
よの推基
うぞ奨準
にま基を
なし準設

: 1 1nnm'( ~ n iM I R i n | 』 !ついにけ
:1ム VU'，.'... Uυ 了 卜ーとー |一ーとート一三一一|て 分よて

: I~3017'~( 40 )H一|一一旦一Jー_2ー_1_6一一|い 岐 りお

~ I 170m'( 50 )μ I 10 I 3 I 7 I空自宅空
・1 ー「ー広・
;1170771超過 111以上 13以上 18以上 1-0 -tiとす. ..・・・E・a・a・・...................."."..・....................................・........"・・・

分岐回路数

計 電灯用 1コンセ ン ト用

制 5坪)以下1+1-.~-I-~-701刀?( 20 ) // I 4 1 3 
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⑥ 

「
不
燃
物
は
必
ず
き
め
ら
れ
た
日
に
、

き
め
ら
れ
た
場
所
に
」

お

し

り

せ

注
射
と
検
診

-
三
歳
児
検
診

今
月
の
三
歳
児
検
診
を
つ
ぎ
の

と
お
り
行
な
い
ま
す
。

日
時

二
月
二
十
七
日

九
時
三
十
分
l
十
一

時

十
三
時

I
十
四
時
三
十
分

場
所

市
役
所
大
会
議
室

対
象
者

昭
和
四
十
四
年
八
月
生

ま
れ
の
人

O
母
子
手
帳
を
必
ず
持
参
し
て
く

だ
さ
い
。

O
料
金
は
無
料
で
す
。

り

話 i

園
百
日
ぜ
き
・
ジ
フ
テ

リ
ア
・
破
傷
風
(
混
合
)

予

防

接

種

の
対
象
者

①
第

一
期
の
も
の
(
初
回
免
疫
者
)

生
後
三
カ
月
以
上
た
っ
た
も
の
で

ま
だ
初
回
免
疫
接
種
が
完
了
し
て

な
い
も
の
。

①
第
二
期
の
も
の
(
追
加
免
疫
者〉

初
回
免
疫
接
種
が
完
了
後
、
一
年

か
ら
一
年
半
た
っ
た
も
の
。

な
お
、
乙
の
期
聞
に
接
種
が
で

き
な
か
っ
た
も
の
。

接
種
要
領

①
第
一
期
の
も
の
三
週
間
お
き

に
三
回
接
種
。

②
第
二
期
の
も
の
い
ず
れ
か
の

日
に
一
回
接
種
。
料
金
は
無
料
。

耳鼻科

4: ク}科・内科 原 一医院竹 松①-8427
小児科 田川小児科皆同郷 @-85451

11内科 田中医院乾馬場 ②-2724! 
外科 岡 崎医 院 ~，~~ 1@-2 

18内・産婦人科 朝 長 医 院杭出津 ②-3266
内科 野 口 内科 |並 松 ② -23391

小児科 田川小児医院武部|@4000
25外科 佐藤外科杭出津②-3070

産婦 人科 桝本医院原口 ⑤-8355

おおむ

|所在地i電
曜当番医

名院

市政だより

日

医

の

同
口

寸
斗
B

イ
荒
川1療診

、

口
凶

も

3月

(5) 

禁
忌
者

か
っ
け

心
臓
、

じ
ん
臓

呼
吸
器

疾
患
、

胸
腺
リ

ン
パ
体

質
の
徴

候
の
あ

る
か
た

は
、
接

種
前
に

百日ぜき・ジフテリア・破傷

風(混)予防接種実施日程表

メ=入 場
名 |接種目

は旦旦
市 役 所 2月27日

萱瀬 出張所 (火〉

諏訪公民館 1

三浦 診 療 所
2月28日

(水)

鈴田出張 所

竹松本町公民館 3月1日

福重出張所 (木)

松原出張所 (金〉

医
師
と
じ
申
う
ぶ
ん
相
談
し
て
く

だ
さ
い
。

な
お
、
当
日
は
母
子
手
帳
を
も

っ
て
き
て
く
だ
さ
い
。

-
ジ
フ
テ
リ
ア
の

予

防

接

種

対
象
者
小
学
校
入
学
前
六
カ
月

以
内
の
も
の
(
幼
稚
園
な
ど
で
接

種
し
て
い
な
い
も
の
)

禁
忌
者
有
熱
患
者
、
か
っ
け
、

心
臓
、
じ
ん
臓
、
呼
吸
器
疾
患
者

胸
腺
リ
ン
パ
体
質
者

な
お
、
接
種
目
時
そ
の
他
は
前

記
百
日
ぜ
き
・
ジ
フ
テ
リ
ア
・
破

傷
風

(混
合
)
予
防
接
種
に
し
た

が
っ
て
行
な
い
ま
す
。

募

集

-
市
職
員
を
募
集

保
母

①
市
立
保
育
所
に
お
い
て
入
所
児

の
保
育
業
務
な
ど
に
従
事

②
高
等
学
校
卒
業
程
度
の
学
力
を

有
す
る
者
で
昭
和
二
十
五
年
四

月
二
日
か
ら
昭
和
三
十
年
四
月

一
日
ま
で
に
生
ま
れ
た
者

@
保
母
の
資
格
を
有
す
る
者
ま
た

は
昭
和
田
十
八
年
三
月
三
十
一

日
ま
で
に
保
母
の
資
格
を
取
得

見
込
み
の
者

電
気
主
任
技
術
者

①
市
施
設
の
電
気
保
安
業
務
に
従

事
②
高
等
学
校
卒
業
程
度
以
上
の
学

力
を
有
す
る
者
で
昭
和
十
三
年

四
月
二
白
か
ら
昭
和
二
十
六
年

四
月
一
日
ま
で
に
生
ま
れ
た
男

子
③
電
気
事
業
法
に
基
づ
く
第
三
種

電
気
主
任
技
術
者
の
免
状
を
有

す
る
者
、
ま
た
は
同
法
に
基
づ

く
電
気
工
学
の
学
科
を
修
め
て

卒
業
後
電
気
工
作
物
の
工
事

・

維
持

・
運
用
の
経
験
を
有
す
る

者

み
ん
な
で
守
ろ
う
。

※時間はいずれも
午後2時-3時

土
木
技
術
者

①
主
と
し
て
下
水
道
事
業
に
従
事

②
高
等
学
校
卒
業
程
度
以
上
の
学

力
を
有
す
る
者
で
昭
和
二
十
一

年
四
月
二
日
か
ら
昭
和
二
十
五

年
四
月
一

日
ま
で
に
生
ま
れ
た

男
子

③
下
水
道
関
係
事
業
に
従
事
経
験

五
年
以
上
を
有
す
る
者

運
転
員

①
主
と
し
て

C
み
焼
却
場
に
お
け

る
機
器
，の
操
作
並
び
に
ご
み
収

集
車
の
運
転
に
従
事

②
中
学
校
卒
業
程
度
の
学
力
を
有

す
る
者
で
昭
和
十
三
年
四
月
二

日
か
ら
昭
和
三
十
六
年
四
月
一

日
ま
で
に
生
ま
れ
た
男
子

③
普
通
自
動
車
の
運
転
免
許
を
有

す
る
者

清
掃
員

①
主
と
じ
で
ど
み
の
収
集

・
焼
却

の
業
務
ま
た
は
、

L
尿
処
理
作

業
な
ど
に
従
事

②
中
学
校
卒
業
程
度
の
学
力
を
有

す
る
者
で
昭
和
三
年
四
月
二
日

か
ら
昭
和
三
十
年
四
月
一
日
ま

で
に
生
ま
れ
た
男
子

受
付
期
間
二
月
十
五
日
か
ら
二

月
二
十
八
日
ま
で

-※
く
わ
し
く
は
市
人
事
課
へ

国
市
立
図
書
館
司
書
を

募

集

受
験
資
格

川
学
校
教
育
法
に
よ
る
大
学
(
四

年
生
ま
た
は
二
年
生
」
を
卒
業

し
た
男
子
、
ま
た
は
本
年
三
月

卒
業
見
込
み
の
男
子

凶
昭
和
二
十
三
年
四
月
二
日
か
ら

昭
和
二
十
八
年
四
月
一
日
ま
で

に
生
ま
れ
た
者

間
司
書
ま
た
は
司
書
補
の
講
習
を

修
了
し
た
者
、
ま
た
は
大
学
に

お
い
て
図
書
館
に
関
す
る
科
目

を
履
修
し
た
者

試
験
の
内
容

筆
記
試
験
、
面
接

試
験
、
身
体
検
査
な
ど

日
時

三
月
十
一
日
(
日
)

午
前
九
時

願
書
聖
付
三
月
十
五
日
か
百
二

月
二
十
八
日
ま
で
、
市
教
育
委

員
会
へ
提
出
す
る
こ
と。

-
通
信
制
生
徒
募
集

全
日
制
へ
も
定
時
制
へ
も
行
け

な
い
人
で
、
高
等
学
校
卒
業
の
資

格
を
得
た
い
人
は
、
通
信
制
の
高

等
学
校
へ

募
集
期
間

三
月

一
日

1
四
月
五

口
u

募
集
人
員
三
百
五
十
名

※
く
わ
し
く
は
県
立
長
崎
西
高
等

学
校
通
信
制

一
長
崎
市
竹
の
久
保
町
一
二

l
九

電
話
六
一

i
四
六
六
四
ヘ
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(6) 

-
幼
児
・
児
童
・
生
徒

募

集

おお ーむ 2ら

長
崎
県
立
ろ
う
学
校

募
集
対
象
お
よ
び
人
員

幼
稚
部
・・・
聴
覚
に
障
害
の
あ
る
幼

児

(四

I
五
歳
)

小
学
部

一
年
・:
聴
覚
に
障
害
の
あ

る
児

童

(六
歳
以
上
の
学

齢

児
)

市政だより

小
学
部
二

i
六
年
d

聴
覚
に
障

中
学
部

一
1
三
年

γ
:害
の
あ
る

高
等
部

」

児
童
生
徒

で
転
入
学
を
希
望
す
る
者

O
上
記
の
も
の
で
集
団
生
活
に
著

し
い
支
障
が
な
い
者

O
人
員
制
限
な
し

入
学
手
続

入
学
願
書
と
戸
籍
段
本
一
通
を

二
月
二
十
五
日
ま
で
に
学
校
長
あ

て
に
提
出
の
こ
と
。

O 
た 祖杭た
り母出お
金キ津礼
一 ミのの
封 さ 田金
をん 中 ー

の 義封
忌 知を
明さ
け ん
l乙 は
あ 亡、べr、、̂'"、、Fν、"'"、、戸、、〆ν、pν、p、、〆、内J、̂'"ν、F、，

l
l
ご

寄

付

あ

り

が

と

う

付
社
会
福
祉
事
業
費
へ

NO
古
町
の
前
田
竜

一
さ
ん
は
、
亡

w

父
宏
儀
さ
ん
の
忌
明
け
に
あ
た

m

り
金

一
封
を

mO
乾
馬
場
郷
の
細
川
咲
枝
さ
ん
は

吋

亡
夫
清
春
さ
ん
の
忌
明
け
に
あ

w

た
り
金

一
封
を

W
O岩
松
郷
の
清
水
朝

一
さ
ん
は
亡

m

母
ユ
キ
さ
ん
の
忌
明
け
に
あ
た

N

り
金

一
封
を

N
O竹
松
郷
の
上
野
セ
キ
さ
ん
は
亡

w

夫
類
蔵
さ
ん
の
忌
明
け
に
あ
た

M

り
金

一
封
を

MO
八
幡
町
の
川
股
重
勝
さ
ん
、
小

路
口
郷
の
池
田
繁
宝
さ
ん
、
並

松
郷
の
田
中
義
徳
さ
ん
は
、

合

同
で
厄
入
り
の
祝
を
受
け
ら
れ ご

ざ

ま

し

た

L 、
市
遺
族
会
へ

O
池
田
郷
の

一
瀬
茂
さ
ん
は
、
亡

父
好
さ
ん
の
忌
明
け
に
あ
た
り

金

一
封
を

O 寝
り 母玖 た
金 イ島 き
ー シ郷 り
封 さの 老
を ん 田 人

の 川へ
忌 博
明 さ
けん
l乙は
あ
た 亡

^̂ぷν、̂'、;v、"̂'‘A

清
和
国
へ

O 
催 年 郡
し 六 中
た 組 学
との第
き 皆 二
のさ 十
残ん三
金は回
を 同卒

窓業
会 生
を 三

、"""""
入
療
ι
、入
舎
手
続
J

O
児
童
福
祉
施
設
言
泉
療
へ
の
入

療
希
望
者
は
、
児
童
保
護
願
い

を
児
童
相
談
所
長
あ
て
提
出

(

市
福
祉
事
務
所
へ
連
絡
)
し
て

く
だ
さ
い
。

O
寄
宿
舎
へ
の
入
舎
希
望
者
は
入

舎
願
い
を
入
学
ま
で
に
学
校
長

に
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

※
く
わ
し
く
は
市
福
祉
事
務
所
、

市
教
育
委
員
会
ま
た
は
学
校
へ

J・¥
品入

τ土r

:rr:: 

圏
不
用
品
の
公
売

二
月
二
十
六
日

午
後

一
時

i
午
後
二
時

場
所

市
役
所
裏
庭

公
売
物
件

片
袖

机

四

十
三
脚
、
平
机

二

脚
、
脇
机

二
十
七
脚
、
戸
棚

九
個
、
長
い
す

一
脚
、
製
図
板

一
枚

バ
イ
ク

(五
O
叫
)
二
台

タ

(ムハ五
∞
)
一
ム
ロ

自
動
二
輪
車

(
二
五
O
叫
)

一
台

入
札
保
証
金

入
札
金
額
の
百
分
の
五
以
上
、

落
札
物
件
の
代
金
は
即
納
で
す。

く
わ
し
く
は
会
計
課
用
度
係

へ

日
時

催
し
も
の

L 

一

る

昨

年

の

二

月

↓
日
号
か
ら
連
載
し
ま

一

ん

は

も
わ

し
た
『
郷
土
の
文
化
財
』
は
み
な
さ
ん

ん

一

帥

終

か
ら
た
い

へ
ん
ど
好
評
を
い
た
だ
い
て

一
s
 

文

お
り
ま
し
た
が
、
一
月
十
五
日
号
を
も

一

一

の

っ
て
終
わ
り
ま

し

た

。

一

一

地

次
回
は
三
月
一
日
号
か
ら

『史
蹟
め

一，
 

一

載

内

ぐ
り
』
と
し
て
市
内
の
史
蹟
を
紹
介
し

一

L

連

ま

す
。

圃
市
特
産
物
共
進
会

日
時

二
月
二
十
四
、
二
十
五
日

場
所

市
民
会
館
ホ
l
M

出

品

物

イ

チ
ゴ、

ミ
カ

ン
苗
木

ワ
カ
メ
、
ノ
リ、

シ
イ

タ
ケ
、
鶏
卵
、
ブ
ロ
イ

計
三
百
点
余

フ

-
主
婦
の
生
活
展

一
一
月
二
十
五
日
(
日
)

午
前
十
時
1
午
後
四
時

市
民
会
館

二

階

t
三
階

市
教
育
委
員
会

市
連
合
婦
人
会

展
示
内
容

O
公
害
を
考
え
る

コ
ー
ナ
ー

O
作
品
コ
ー
ナ
ー

O
即
売
品

コ
ー
ナ
ー

日
時

主場
催 所

講

習

会

-
職
業
訓
練
指
導
員

講

習

会

受
講
資
格
者

ω一
級
技
能
検
定
に
合
格
し
た
者

凶
免
許
職
種
に
関
し
、
十
五
年
以

上
の
実
務
経
験
を
有
す
る
者

巴
時
三
月
十
二
J
十
七
日

毎
日
午
前
九
時

t
午
後
五
時

場
所

県
北
振
興
局
会
議
室

申
込
期
限
三
月
五
日
ま
で
に
市

商
工
観
光
課
へ

※
く
わ
し
く
は
市
商
エ
観
光
課
へ

そ

他

の

-
図
書
館
だ
よ
り

さ
き
に
第
四
回
読
書
感
想
文
の

募
集
を
い
た
し
ま
し
た
が
、
皆
様

の
ど
協
力
を
い
た
だ
き
六
十
二
点

の
応
募
作
品
が
あ
り
ま
し
た
。

審
査
の
結
果
次
の
と
お
り
入
選

作
品
が
決
ま
り
ま
し
た
。

。
最
優
秀
賞

(市
長
賞
)
一

点

。

「最
後
の一

句
」
を
読
ん
で、

中
野
佐
地
子
さ
ん
(
玖
島
中
三

年
V

O
優
秀
賞
一
三
点

、

O
「
最
後
の
一

句
」
を
読
ん
で
、

中
野
佐
地
子
さ
ん
一
(玖祖一
両中
ヱ
一

年
)

O
「
ド
ク
ト
ル
マ
ン
ボ
ウ
航
海
記

」
を
読
ん
で
、

橋
本
三
津
代
さ

ん
(
大
高
二
年
)

O
「悦
憾
の
人
」
を
読
ん
で
、
植

木
弘
子
さ
ん

(主
婦
)

。
佳
作

四
点

。
「
い
し
ぶ
み
」
を
読
ん
で
、

梅

'
a

本
千
香
子
さ
ん
一(珠
島
常
三
年
)

O
「高
瀬
舟
」
を
読
ん
で
、
大
山

繁
子
さ
ん

ハ
大
高
一
年
)

O
「田
園
交
響
楽
」
を
読
ん
で
‘

稲
野
具
子
さ
ん

(
大
高

一
年
)

O
「人
閣
の
運
命
」
を
読
ん
で
、

琴
海
碧
子
さ
ん

{
主
婦
)

。
奨
励
賞

二
点

一

O
「田
園
交
響
楽
」
を
読
ん
で
、

秋
葉
弥
生
さ
ん

(
郡
中
二
年
)

O
「
野
生
の
エ

ル
ザ
ト
を
読
ん
で

長
谷
川
幸
さ
ん

(西
中
二
年
)

一
月
の
実
弾
射
撃
予
定

池
田
射
撃
場

、， 

O
一
白
か
ら
三
日
ま
で

O
五
日
か
ら
十
日
ま
でv

O
十
二
日
か
ら
十
七
日
ま
で

O
十
九
日
か
ら
二
十
日
ま
で

O
二
十
二
日
か
ら
二
十
四
日
ま
で

O
二
十
六
日
か
ら
三
十
一
日
ま
で


	197302-2-p01
	197302-2-p02-06

